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グローバ ルに活躍する若手医師たち

Junior Doctors Network（JDN）は、2011
年4月の世界医師会（WMA）理事会で若
手医師の国際的組織として承認されました。
JDNは、世界中の若手医師が情報や経験
を共有し、未来の医療を考えて行動するた
めの画期的なプラットフォームです。日本
医師会（JMA）は2012年10月に国際保
健検討委員会の下にJMA-JDNを立ち上
げました。これまで若手医師の集まりは学
会や医局、地域、NGOなどの枠組みの中
でつくられてきました。JMA-JDNは、多
様な若手医師がそれらの枠組みを超えて、
公衆衛生や医療分野において自由に自分
たちのアイデアを議論し行動できる場を提
供したいと考えています。関心のある方は
検 索 サイトや Facebookで「JMA-JDN」
と検索してみて下さい。

日本医師会の若手医師支援

JMA-JDN とは

今回は、JMA-JDNの若手医師より、JMA-JDN総会の報告および、

セミナーの活動報告を寄せてもらいました。

第 2 回 JMA-JDN 総会
～未来の医療を見据えて～

柴田 淳平
JMA-JDN　役員（事務局担当）　
第 2 回 JMA-JDN 総会 企画担当　　

名古屋大学卒業。現在、豊橋市民病院にて臨床研修中。

2017年７月22 〜 23日の２日間にわたり第２回JMA-JDN総
会を開催しましたので、ご報告させていただきます。
JMA-JDN総会とは、JMA-JDNの役員・スタッフが一堂に会
し、運営決定や活動内容の報告・相談、トレーニングを行う、
１年に１回の企画です。
今年は「未来の医療を見据えて」をテーマに、次世代を担う医
学生と若手医師を交えた会となりました。
１日目にはJMA-JDNの活動報告、アドボカシースキルワー
クショップ、医学生・若手医師交流会の３本立ての内容でし
た。アドボカシースキルワークショップでは東京大学大学院
医学系研究科・国際地域保健学教室の神馬征峰先生をお
迎えし、課題設定から戦略作りと実践的なワークを行いました。

「若手医師のバーンアウト」「ワークライフバランス・働き
方」「医学生の英語教育」など非常に重要な課題が共有
され、今後これらの内容はプロジェクトとして検討を行って
いく予定です。医学生・若手医師の交流会では「国際キャ
リア」「研究」「結婚」等についてワールドカフェ形式で意
見交換を行い、悩みや経験の共有、お互いのアドバイス等
を通して相互の交流を行いました。２日目は午前中に運営会議、
午後からはJMA-JDN役員である、京都大学大学院医学研究
科脳病態生理学講座精神医学教室の小林啓先生より「医療
者の為のスライドデザイン講座」と題してワークショップを行
いました。情報量が多い医療知識は文字が多くなりがちです
が、印象に残るスライドデザインに関して実際に作成を行いな
がらフィードバックをいただくことができました。
今回は、新体制となってから２回目となるJMA-JDN総会で、
より多くの企画が盛り込まれた会となりました。今回の２日間
にわたる企画を通して、全ての参加者が明日に活かせる学びを
得てくださっていれば、本企画のテーマに掲げた「未来の医療」
をより良くするという目標に近づけたのではないかと思います。
今回の企画に関しては日本医師会の先生方、顧問の先生方に
多大なるご尽力をいただきました。心より感謝申し上げます。
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グローバ ルに活躍する若手医師たち

※先生方の所属は 2017 年 10 月現在のものです。

今回は、私たちJMA-JDN研究チームの活動を紹介します。
JMA-JDNの理念は、「国際的な繋がりの中で若手医師による
プラットフォームを形成し、公衆衛生や保健医療政策分野の
幅広い活動を展開すること」です。JMA-JDNでは、そうした
分野に興味・関心のある若手医師が、医師の研修や労働環
境等の問題について議論し、セミナー開催等を通じて、科を
超え、地域を超え活動しています。
去る６月11日には、ACP（米国内科学会）日本支部年次総会
2017で、京都大学大学院医学研究科肝胆膵移植外科・臓
器移植医療部の海道利実先生を講師としてお招きし、「英語
論文作成とプレゼンテーションのコツ」というワークショップ
を開催しました。テーマを決めて、数年単位で深く掘り下げる
ことで、その領域に精通することができ、学会発表や原稿執
筆といった機会を通じて、人の輪、研究の輪、ひいては活躍
の輪を広げることができます。また、学会で発表した内容は論
文化することが大切であり、抄録登録時に論文にしておくとよ
い等のTipsをお話しいただきました。
先生のご著書「もし大学病院の外科医がビジネス書を読ん
だら―仕事や人生が楽しくなる“深いい話” ―」（中外医学
社, 2013）には、演題募集時に登録することだけを目的とし
た “とりあえず抄録”を書かない誠実さが大切だと説かれてお
り、「誠実な人生は、臨床でも研究でも誠実なのである」とあ
ります。海道先生の「仕事で達成感を感じて、楽しい人生を歩み、
組織に貢献する」ための一貫した人生哲学と、にじみ出る誠
実なお人柄、真摯でひたむきな姿勢に大きな学びと勇気をいた
だいた気がしております。当日は40名のご参加をいただき、ま
た終了後もたくさんの方々からご質問があり、改めてこのよう
なワークショップのニーズの大きさを感じました。
これからも、皆が学び合い、社会に貢献できるよう頑張ってい
きたいと思います。

JMA-JDN の活動紹介

加藤 大祐
JMA-JDN　役員（研究担当）

筑波大学附属病院で臨床研修、名古屋大学医学部附属病院総合診
療科で後期研修修了。三重大学大学院家庭医療学分野博士課程所
属。家庭医療専門医・指導医。認定内科医。

医学生であれば学生生活やカリキュラムに対して、また医師で
あれば日常診療やプライベートに対して、疑問や不満を持ち、
時にはどうにかそれらを改善したいと思ったことはありません
か？しかし誰に対してどこに向けて訴えればいいのかわからな
い、訴えたいけれども問題が大きすぎて自身のみでは問題を
解決しきれない、という場合にどう解決につなげていけばよい
のでしょうか。そのためのツールの一つとして、「アドボカシー」
というものがあります。アドボカシーとは、ad（toward ／to）と、
vocation（calling ／ to call）を合わせた、「求めの声」に応じ
て援助・支援することを意味する言葉で、政策提言や権利擁
護の意味としても用いられます。
第２回JMA-JDN総会では、東京大学大学院医学系研究科
国際地域保健学教室の神馬征峰先生をお招きし、アドボカ
シースキルワークショップを開催いたしました。最初に神馬先
生より、アドボカシーの定義・戦略の立案方法・成功に必要
な要素等の講義をしていただき、続いてその内容を踏まえてア
ドボカシーのフレームワークを基に、戦略立案のグループワー
クを行いました。今回のワークショップには医学生・若手医師・
公衆衛生大学院生にご参加いただき、医学教育の改善のため
にどうすればいいのかを話し合うグループや、多忙を極める医
師の働き方をどうすればいいのかを話し合うグループなど、班
ごとにバラエティに富んだテーマが挙げられました。その中に
は実行可能性の高い戦略の立案にまで至った班もありました。
JMA-JDNは若手医師のプラットフォームとして、このようなノ
ウハウを生かしながら、
日頃抱える問題を共有
し、問題提起やそれを
解決するための一助を
担い、各地域や国内の
医療の質向上につない
でいくことを今後も目指
していきます。

アドボカシースキル 
ワークショップ

河野 圭
JMA-JDN　役員（地域担当）

神戸大学卒業。群星（むりぶし）沖縄参加病院の中頭病院で臨床研
修修了。現在、長崎大学病院感染制御教育センター助教、日本赤
十字社長崎原爆病院非常勤救急顧問。総合内科専門医。
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Report

医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

よくあるご 質 問
【ドクタラーゼ】

【日医Lib】 Q&A

開催日時：2017年７月17日（月・祝）
　　　　  13：00 〜 18：30
場所：岡山県医師会館401会議室

いて確認しました。山口大学総合診療部の齊藤
裕之先生は特別講義として、診断能力を鍛える
方法を、５つのステップに分けわかりやすく解説
されました。大阪医療センターの松本謙太郎先
生のケースカンファでは、ショックを起こしうる
疾患について、実際の症例を用いながら知識の
確認や要点の整理を行いました。クイズ大会で
は、画像診断の力を試す問題や、ヒアリについ
て問う問題など、計10題が出題されました。齊
藤裕之先生が日本語版の編集を手掛けた『マイ
ナーエマージェンシー』などの豪華景品が用意さ
れ、参加者全員が真剣に取り組みました。

７月17日、岡山県医師会館にて「中四国若手医
師フェデレーション」と「大阪どまんなか」合同
の総合診療勉強会「夏サミット in 岡山」が開
催されました。中四国・関西地方を中心に約70
名の医師・医学生が集まり、地理的には隣接し
つつも人材の行き来に乏しかった２地方にとって、
地域を越えた交流の場となりました。
最初のケースプレゼンでは、岡山大学病院臨床
研修医の原田先生が、悪性リンパ腫による浮腫
の症例を紹介しました。参加者は、周りの人と
相談しながら浮腫の原因疾患を予測したり、浮
腫を引き起こす様々な疾患やその判別方法につ

13：00 ～ 13：10
 開会挨拶＆団体紹介
13：10 ～ 13：55
 中四国ケースプレゼン
 「もしかして美脚を見逃してない？」
 原田 洸先生
 （岡山大学病院　臨床研修2年目）
13：55 ～ 14：40
 特別講演   齊藤 裕之先生
 （山口大学医学部附属病院)
15：00 ～ 17：15
 大阪どまんなかケースカンファ
 with 松本 謙太郎先生
 （国立病院機構大阪医療センター）
17：15 ～ 18：00
　            都道府県対抗！臨床？クイズ選手権
18：00 ～ 18：30
　            閉会挨拶・写真撮影・解散
19：00 ～
 懇親会 

中四国の若手医師交流団体「中四国若手医師フェデレーション」と、大阪を中心とした全国規模の総合診療勉
強会「大阪どまんなか」が、初のコラボレーションを実現。中四国・関西の医師・医学生が広く交流する場として「夏
サミット」を開催しました。

総合診療勉強会「夏サミット in 岡山」を
開催しました！

「夏サミット in 岡山」って？

岡山大学「地域を支え地域を科学する総合診療医の育成プロジェク
ト（平成25年度文部科学省　未来医療研究人材養成拠点形成事
業）」の支援を受けて2016年に設立された。中四国地方の若手医師
が、科や病院を越えて交流し、研鑽を積む場となることを目指している。

大阪大学「地域に生き世界に伸びる総合診療医養成事業（平成25
年度文部科学省　未来医療研究人材養成拠点形成事業）」の一環と
して発足した総合診療勉強会。全国の医師・医学生が集まり、第一線
で活躍する先輩医師らの多様なレクチャーを通じて学びを深めている。

【中国四国若手医師フェデレーション】 【大阪どまんなか】

ドクタラーゼのバックナンバーは、すべてドクタラーゼ WEB上で公
開されています。また、日本医師会の電子書籍サービス「日医Lib」
でもバックナンバーをご覧いただけますので、ぜひご覧ください。

【ドクタラーゼ】
WEB: http://www.med.or.jp/doctor-ase/backnumber.html

【日医Lib】
WEB: http://jmalib.med.or.jp/

ドクタラーゼのバックナンバーを読みたい！Q
A
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2017年6月17日に福島県飯舘村で、村民と医
療系多職種の学生が「ごちゃまぜ」になって語り
合うワークショップが実施されました。福島第一
原発の事故による避難指示が解除され、2017

年3月より飯館村への帰村が始まっています。ワー
クショップでは、医療・福祉の体制が大きく変様
した村で再び暮らしていくために必要なものや不
安なことなどを、学生が聞き取りました。

飯舘村で多職種連携を学ぶ
いいたて「ごちゃまぜ IPE（多職種連携教育）」ワークショップ

Report

Report

2017年８月17 〜 19日にかけて、日本・韓国・
台湾３か国の医学生・医師の交流を目的とした
スタディツアーが日本で開催され、３か国から計
74名が集まりました。
初日は「将来どんな医師になりたいか」について
グループでディスカッションを行い、話し合った
成果を互いに発表しました。
２日目の午前中は、現場の医師たちをお招きし、

『依存症治療の最前線』や『パフォーマンスの科
学』についての講演をしていただきました。午後
はスポーツや観光で交流を深めました。
３日目にはドクターたちに対して、各グループが
医学生としての悩みや今の医療の問題について
様々な意見を率直に交わすディスカッションの時
間を持ちました。

【８月17日】
 14：00 ～ 開会式・オリエンテーション
  グループディスカッション
   どんな医師になりたいか、グル
                       ープで話し合い、発表しました。
 18：00 ～ 観光
   浅草巡り、食事、スカイツリー、 
       銭湯など
【８月18日】
  9：00 ～ 講演会
   垣渕 洋一先生 （成増厚生病 
       院　東京アルコール医療総合
                      センター　センター長）他　
 13：30 ～ 交流プログラム
   男子はフットサル、女子は浅草
   やお台場を観光しました。
【８月19日】
  9：00 ～ 意見交換会   
                       医学生と医師のフリートーク形
                       式の交流会。輪になって『３日
                       間で得たもの』について互い 
                       に意見・感想を述べました。 
 13：00 ～ Farewell Party
   食事を囲んで振り返り映像を
                       見ました。ドクターから医学生
                       へのメッセージや、参加賞の授
                       与も行われました。

明日の医療を考える～医学生国際交流プログラム
若手開業医の会（Young General Practitioner Association, YGPA）

日本の医学生代表を務め
ました、東京医科歯科大
学３年の香河です。考え方
も文化も違う３か国の医学
生たちで未来の医療や理
想の医療人としてのあり方
を話し合いました。次回は
韓国で開催予定です。今
後も仲間たちと共に成長し
ていければと思います。

香河 成澄
東京医科
歯科大学　
３年

「医学生の交流ひろば」では、医学生による様々
な活動の紹介を行っています。掲載をご希望
の方は、ドクタラーゼWEBのフォームもしく
は下記のメールアドレスまでご応募ください。
WEB: http://doctor-ase.med.or.jp/event.html
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

ドクタラーゼでは、「同世代のリアリティ」「医師への軌跡」
「FACE to FACE」などの医学生が登場する企画に参加して
いただける医学生を募集しています。
興味のある方は、お名前・大学名・学年・参加希望の企画
を添えて、下記のメールアドレスまでご連絡ください。
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

「医学生の交流ひろば」に
イベント情報・団体紹介を載せたい！

ドクタラーゼの企画に参加してみたい！Q

A

Q
A
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interviewee

 井上 鐘哲 
interviewer

中居 薫花

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.16

医療を通じて人類の未来を明るくすることに人生の意義を
見出し、大阪大、米国カーネギーメロン大でロボット工学を
学んだ後に医学の道に進む。大阪医大では国際交流部や
茶道部に所属し、80 名以上の交換留学生と親交を結ぶ。
PQJ2017 共同代表、スタンフォード大睡眠科学研究所イ
ンターン等を経験し、現在大阪医科大学医学競技大会準
備委員会代表。茶道裏千家中級、統計検定２級。TOEIC 
990 点取得。facebook.com/kaneaki21

井上 鐘哲（大阪医科大学４年）

profile

医学生理学クイズ大会 2018（PQJ２０１８）は、鳥取大
学にて2018 年５月19 日（土）・20 日（日）に開催予定。
WEB：https://physiology-quiz-festival.jimdo.com/

PQJ2018 開催予告
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ア
で
２
０
０
３
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
「
国
際
生
理
学
ク

イ
ズ
大
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｑ
）」
を
モ
デ

ル
に
し
た
も
の
で
す
。
現
在
は
世
界

各
地
で
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｑ
の
よ
う
な
ク
イ

ズ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
僕
も
昨
年
３
月
、
タ
イ
で

行
わ
れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｃ*

２

と
い
う

国
際
ク
イ
ズ
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
全
域
の
優
秀
で
意
識
の
高
い

学
生
た
ち
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、「
日
本
で
も
意
欲
の
高
い
医

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
翌
月
、
英
語
で
ク

イ
ズ
を
行
う
Ｐ
Ｑ
Ｊ
第
１
回
大
会

が
岡
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
ん
で
す
。

僕
は
そ
の
時
、
い
ち
参
加
者
と
し
て

主
催
者
の
方
々
と
お
話
し
し
、
ぜ
ひ

も
っ
と
大
き
な
大
会
に
育
て
て
い
き

た
い
な
と
思
っ
て
、
自
校
で
第
2
回

大
会
の
主
催
者
を
任
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
：
大
会
を
作
っ
て
い
く
う
え
で
掲

げ
て
い
た
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

井
：
参
加
者
全
員
に
「
濃
密
な
体
験
」

と
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
ク
イ
ズ
大
会
に
は
勝

ち
負
け
が
あ
り
、
優
勝
チ
ー
ム
以
外

は
全
員
敗
者
と
し
て
帰
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
で
も
せ
っ
か
く
参
加
し
た

の
だ
か
ら
、
悔
し
い
思
い
だ
け
で
な

く
、
何
か
し
ら
い
い
思
い
出
を
持
ち

帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
意
識
し
ま
し

た
。
ま
ず
「
濃
密
な
体
験
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
医
学
部
の
勉
強
は
、
机

の
上
で
ひ
た
す
ら
問
題
を
解
く
よ
う

な
孤
独
な
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
そ
の
な
か
で
、
例
え
ば
先
生
に

質
問
し
に
行
っ
た
り
、
人
と
議
論
し

た
り
と
印
象
的
な
体
験
を
経
れ
ば
、

頭
に
残
り
や
す
い
。
ク
イ
ズ
は
、
そ

ん
な
「
濃
密
な
体
験
」
の
最
も
良
い

形
の
一
つ
だ
と
思
う
ん
で
す
。
難
し

い
問
題
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

答
え
る
、
解
説
と
い
う
形
で
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
。
こ
う
し
て
多
方
面

か
ら
知
能
を
刺
激
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

体
験
は
一
生
覚
え
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
そ
こ
で
、
あ
え
て
選
択
式
で

は
な
く
、
絵
を
描
い
て
答
え
る
問
題

を
出
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

中：も
う
一
つ
の「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
た
か
？

井
：
ク
イ
ズ
終
了
後
に
参
加
者
同
士

で
話
し
合
っ
た
り
、メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
合
っ
た
り
、

連
絡
先
を
交
換
し
た
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
、

目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｑ
Ｊ
を
通
じ
て
築

い
た
人
間
関
係
を
、
将
来
に
活
か
し

て
ほ
し
い
で
す
。

中
：
色
々
な
人
に
会
っ
て
刺
激
を
受

け
る
こ
と
で
、
新
た
な
目
標
を
持
つ

機
会
に
も
な
り
そ
う
で
す
ね
。
今
回

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
井
上
さ
ん
は

今
後
、
Ｐ
Ｑ
Ｊ
を
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

井
：
今
回
は
ク
イ
ズ
だ
け
で
な
く
、

挨
拶
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
ま
で
全
て
英
語

で
運
営
で
き
た
の
で
、
今
後
は
国
際

イ
ベ
ン
ト
も
開
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
後
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
場

に
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
学
生
に
ど

う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
回
参
加
し
て
く
れ
た
学
生

が
、
学
ん
だ
こ
と
を
各
大
学
に
持
ち

帰
っ
て
、
大
学
内
に
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
し
、
大
学
側
も
ぜ
ひ
、
そ
う
し

た
学
生
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。僕
も
、
今
回

の
Ｐ
Ｑ
Ｊ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
公
開
し
た
り
し
て
、
他
大
学
で

の
Ｐ
Ｑ
Ｊ
開
催
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

*１　医学生生理学クイズ日本大会2017…2017年4月16日（日）、大阪医科大学にて開催。WEB：http://bit.ly/pqj2017
*２　SIMPIC…微生物学・免疫学・寄生虫学 国際コンペティション（Siriraj International Medical Microbiology, Parasitology and Immunology Competition）

中居 薫花（大阪医科大学２年）

profile

中居 薫花（大阪医科大学２年）

PQJ2017 にスタッフの一人として関わらせていただき、私自身
が想像を超えるほどの刺激を受けました。PQJ の理想は全国か
ら集まった医学生の交流ですが、今大会はまさにそれを体現し
た場になったと思います。今後も井の中の蛙になることなく、こ
のような大会で参加者と積極的に交流することで絶えず「化学
反応」を起こして自分を磨いていきたいと思います。
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